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旧中村洋裁学院とは… 

 袋井市の中心部（袋井２６０－１）に位置し、

⽊造２階建、⽡葺き、下⾒板張りを主として、各

種学校の校舎として建てられた建造物。 

洋裁指導者中村ゆき氏（1909〜2010年）が

1950年に創設し、多くの⼥学⽣らがミシンを並

べて技術を磨いた。その後、琴の教室のほか、一

部は建築設計事務所としての使用を経て、現在、

市⺠活動の場として活用されている。 

戦後復興の息吹を今に伝える建築物として、「国

土の歴史的景観に寄与する」と評価を受け、平成

２８年１２月、国の有形文化財に登録。 

 

 

この度、国際なかなか遺産委員会から 

なかなか遺産 

第４号（ゆうゆう系）に認定 

輝く“ふくろい”まち・ひと・しごと創生会議 

地方創生 やらまいか通信 vol.93 



（活動団体の紹介） 

 ふくろいコミクス 

 興味のある方はこちら ⇒ 

BLOG Facebook 

詳細はこちら 

国際なかなか遺産委員会とは… 

2012 年 12 月、東京大学生産技術研究所の村松伸、

腰原幹雄両教授が共同代表となり設⽴した委員会 


